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Qh + Qr = Qm + Qlos (1) ー
Qh :ヒータによる加熱速度[J/s] Qm: 除熱速度 [J/s]






量を除熱速度 Qm とする。さらに反応器内・表面からの放熱は熱損失速度 Qloss とする。
本カロリメータからの熱損失速度 Qloss は， (2)式より反応を伴わない条件(Qr=O)で定電圧装置を用
いたヒータによる加熱速度 Qh と測定される除熱速度 Qm との差 (Qloss==Qh.Qm) から求められる。
反応に伴う発熱速度 Qr は Qmの測定から計算される。反応熱がないときの発熱曲線は一定熱量の
IJ-
Qh を示すが、重合反応が開始されると、 Qh の熱量に反応熱の Qrが加わり、重合反応が終了すると、
発熱曲線は一定熱量の Qh に戻る。又、 Qloss が時間変化に寄らず一定であれば、除熱速度 Qmは求め
られる。
1 )加熱速度 Qh について
加熱速度Qhは定電圧装置で電流A と電圧Vが表示されるのでヒータに与えられた熱量が(2)式で
正確に求められる。
Qh =A V (2) 
2) 除熱速度 Qm について
本装置の概略を Fig.l に示す。除熱速度 Qm は(3)式で求められる。
Qm = (T2-Tl) F Cp = U A (Tr-T2) (3) 
T2 :冷却水出口温度[Ocl U: 総括伝熱係数[W/m2ocl
Tl :冷却水入口温度[Ocl A: 伝熱面積(可変) [m2J 
F :冷却水流量[g/sec1 Tr: 反応液温度 [tl
Cp :冷却水比熱[J/g.tJ
Qm は冷却液の入口温度 Tl と出口温度目の差






















続いて反応器内に純水 700.0 g を入れ、横搾翼の回転速度は 300rpm とした。
反応器には周囲からの風による影響を避けるために、気泡入りポリエチレンシートで覆った。
反応器の設定温度は 50.0tに設定し、開始と同時に定電圧装置でヒータに加熱速度 40.0W
(1.09A， 36.7V) を 4 時関与え続け、経過時間に対する熱損失速度を調べた。設定温度やヒータに
与える加熱速度を、 15W， 20W, 70W, 80W に変えて除熱速度を測定し、反応器全体から出る熱
損失速度を調べた。また、実験中は外気温を測定した。
b) 同様にシステムを作動させ、冷却水を反応器のジャケット内に流さず、水のない状態で、反




a)の方法による熱損失速度 Qloss[J/s]はヒータにより加熱速度 Qh[J/s] と反応器内温度を変化させ
て測定される除熱速度 Qm[J/s]から計算した。
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LQr(t外 t (5) 
Q :任意の反応時間 t までの総発熱量 [J] 
-46-
Xm :任意の反応時間 t までの重合率 [-] 
W :初期モノマー量 [ g ] 
Mg :モノマー分子量 [g/mol] 
.lH :モルあたりの反応熱 [J/mol] 
te :反応終了時間 [sec] 
4) 乳化重合速度式について
乳化重合速度の解析には(6)式を用い、それぞ、れの速度定数について検討した。
dXn. ,. ~ Kn[Mn]nNnMQ 
一ーニ・-M =r= a U A V (6) dt 
_.ーo -"'p - N ム可 A
M。 :仕込みモノマー濃度 [g/cc-water] 
rp :重合速度 [g/cc-water ・ sec]
Kp :成長反応速度定数 [L.固particles/mol • sec] 
[M]p :粒子内モノ.マー濃度 [mollL-particles] 
n :ポリマー内の平均ラジカル数 1・1
Np :生成ポリマー粒子濃度 [particlesl cc-water] 
Mg :モノマー分子量 [g/mol] 
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